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お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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近畿大学生協×奈良女子大学生協

きんなら交流会
取り組み概要

日時：①1月20日(金) 18:30～20:00
②2月3日(金) 18:00～21:00
③4月14日(金) 18:00～20:00

場所：奈良女子大学/近畿大学CLICK、Zoom
参加者数や組合員の反応：約60名が参加。

POINT.1

きんなら交流会は、部会訪問や交流会を通してお互いの生協学生委
員会の雰囲気や企画を知ることで、自大学での活動の参考にすること
を目的に行われました。きんなら交流会の獲得目標は「DUAL
SCOPE(二つの視点)」です。「交流を通じて学びを得る視点」と「学
んだ活動や意識を自大学に還元させる視点」という意味が込められて
いました。生協学生委員会がお互いに高めあえるような会員間連帯に
なっていました。

DUAL SCOPE

POINT.2

きんなら交流会は、事前交流としての部会訪問と、学生委員会全体が
参加する交流会の計3日に分けて行われました。部会訪問では、正副委員
長が互いの部会に訪問し合い、どのように部会運営を行っているのかを
実際に見学することで、互いのいいところを吸収することができていま
した。交流会はZoomで行い、分科会や持ち帰りの時間を設けることで、
今後の自大学での活動をよりよくするために学び合うことができていま
した。自大学の良さを大切にしながら、よりよい活動を行っていく、そ
のためのモチベーションの向上にもなっていました。

学び合い、高め合う。部会訪問と交流会

背景や概要：部会訪問や交流会を通じて
お互いの活動について知り、今後の自大
学での活動をよりよくするきっかけにす
るために行われました。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 六島 新菜 ] 

Rokushima.Niina@univ.coop

POINT.3

きんなら交流会では、分科会の時間が設けられていました。各班・
局の企画など、それぞれの生協学生委員会の取り組みを知ることで、
今後の自大学での活動の参考になる有意義な時間になっていました。
また、ワークシートも準備されており、学んだことをいつでも振り

返ることができるような工夫もされていました。「企画の対象者が求
めていることに応えられるようにしたい」「公式LINEを活用していき
たい」などのように具体的な行動宣言を立てることもできていました。

全員が輝く分科会
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